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挨拶をされる吉田邦夫学会会長 川口教授の基調講演「はやぶさプロジェクト」

盛況であった春季大会



パネリスト（左から）：高橋専務理事、 出口、根本、木下、浅田の各評議員

活発な質疑応答の山本評議員（左）と 和田会員（右）

秋季大会での活発な議論となったパネル
「産業構造の転換とこれからの産業力～東日本大震災を踏まえて～」



２０１１年１１月１９日（土） 東京農工大学 小金井キャンパスにおいて三学会の
連携によるコングレスを開催しました。 参加者は 学生を含めて６５名でした。
（実行委員会の委員長には亀山理事、副委員長に小原理事で実施されました）

参加学会： 国際P2M学会
日本開発工学会
化学工学会経営システム研究委員会

テーマ ： 「開発と起業の相互プロセス～孵化・起業・事業への進化」
－ビジネスモデルとプロジェクトマネジメントの視点－

プログラム：
（１）研究発表会（スモールコングレス）；13:00-17:30
（２）ゼロエミッション・ハウスの見学；17:30-18:00
（３）懇親会；18:00-19:30

三学会連携によるコングレスの開催



吉田邦夫学会会長は、このような連携コングレスを開催することの重要性を強調
されました。特に今年起こった大震災を始めとする数々の困難な事態に直面して、
日本の産業や社会が様々な問題を解決するためのより有効な方法やアプローチ
を見出さなければならないが、そのためにも従来の学会の境界を越えてお互いの
知見や経験を交換し合い、例えば日本のイノベーションと事業化のような共通の
テーマに取り組むことが必要であると述べられた。

（筑波大学宮尾尊弘名誉教授のコングレス報告ブログより引用、以下同様）

吉田邦夫会長の開会挨拶



亀山秀雄理事の報告と討論
「P2Mにおける大学院教育と研究開発マネジメント」

日本開発工業会・永井明彦名古屋工業大学教授の報告と討論

「開発と起業の相互プロセスにおける課題：ミドルエージェントの必要性」



左 ：谷口邦彦評議員の報告「産学官連携とベンチャー起業・育成・支援」
右 ：化学工学会西村二郎氏の報告「新事業立上げプロジェクトのマネジメント」

左 ： 中上崇日本開発工学会会長の閉会挨拶

参加者の全般的感想と同じだと思われるが

中上会長より、開催前は三学会連携コングレス
の意味について必ずしも確信が持てなかったが、
すべてのプレゼンと討論を聞いた後では、この
ような三学会による交流をもっと進めることがお
互いを刺激して再活性化するために必要である
という確信に変わったという話がありました。
「創造的破壊」を引用され、連携によりクリエー
ティブなものが生まれることと若い人のこれから
の活躍を期待したいとも述べられた。



亀山秀雄理事による農工大ゼロエミッション・ハウスの説明と建設中の外観

盛況であった懇親会の様子



竣工したゼロエミッションハウス（140周年記念総合会館）の全貌





資格認定試験と特別研修

企業や行政における環境領域の実践者を対象に、３月と８月に関東地区・

農工大、関西地区・阪大において、特別研修プラス能力試験を実施しました。

現在までの合格・認定者は １５名

「グリーン・プロジェクトマネジャー」 １２名

「グリーン・プロジェクトエキスパート」 ３名

グリーンP2M交流会の発足
１１月には、合格者による環境P2M活動の初回会合が開催されました。

今後の予定

来年３月にも研修プラス試験を実施する予定で、受験募集を開始しました。

P2M環境プロマネ資格の活動状況



特別研修
８月１２日、１３日の２日間、農工大にて試験対策講座が開かれました。

研修内容
１日目 「環境理念・環境法及び環境モデル」、「技術システムソリューション」

「プロジェクトマネジメント」「環境ビジネス実践応用」
２日目 「P2Mプロジェクトマネジメント」「P2Mプログラムマネジメント」

「環境プログラムマネジメント実践応用」（ロジックモデル、HOPE８０プロジェクト事例）
「受験対策（プレゼンの事例発表）」

受講者の真剣な様子



研修講師の皆さん



能力試験

午前 環境、P2Mに関する論述試験（９０分）

午後 自己の研究、実践についてのプレゼンによる能力判定試験

（質疑応答を含めて 一人３０分）

試験風景



第１回グリーンP2M交流会の開催
１１月２６日農工大にて、資格認定者のグリーン・プロジェクトマネジャーとグリーン
プロジェクトエキスパートによる交流会を立ち上げました。

活動の趣旨は、「持続発展可能な社会実現に向けて、イノベーションのための環境ソ
リューション戦略とアクションを一体化するP2M理論の研究、実践等の活動を通じて、
社会価値と環境事業価値を整合するための能力向上と情報の共有化を図る」。

交流会の会長に野地英昭会員、副会長に中村明会員を選出しました。
今後は、年２回の予定で 定期的会合を開催することにしております。

初回会合の様子



２０１１年１１月９日（水） 青森市において弘前大学主催の防災・日本再生シ
ンポジウムが開催され、パネルディスカッションのコメンテーターとして 亀山
理事が登壇されました。

シンポジウムは、主に地域住民と地元企業を対象にしてもので約１９０名の

参加者がありました。

「日本再生プランと人材育成」をテーマにしたパネルディスカッションが行わ
れ、亀山理事からはプロジェクトマネジメントの視点からの人材育成について
コメント発表されました。

「技術経営」「安全・リスク管理」などの教育をカリキュラムに取り入れた人材
育成が重要との意見にも触れられ、大震災後の日本再生、人材育成に向け
た活発な議論がなされました。

亀山理事 弘前大学の防災・日本再生シンポジウムに出演





パネルディスカッションの様子子


